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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第113期
第２四半期
連結累計期間

第114期
第２四半期
連結累計期間

第113期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年９月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 （千円） 8,309,033 8,349,626 17,206,521

経常利益 （千円） 146,406 122,875 560,720

四半期（当期）純利益 （千円） 52,884 69,281 18,037

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 37,645 81,154 114,242

純資産額 （千円） 6,223,443 6,276,216 6,256,581

総資産額 （千円） 16,460,365 16,410,357 16,524,156

１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） 3.68 4.83 1.26

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 37.8 38.2 37.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 759,357 937,059 1,446,351

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △556,137 △330,202 △1,042,912

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △230,504 △665,937 △261,391

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） 309,499 231,285 334,942

　

回次
第113期
第２四半期
連結会計期間

第114期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

自  平成25年７月１日
至  平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

（円） 5.71 △2.05

(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３  当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)  業績の状況

当第２四半期連結累計期間の当社グループの売上高は83億49百万円となり、前年同四半期連結累計期

間（以下、「前年同四半期」）に比べて40百万円の増収となりました。損益面におきましては、営業利

益は１億71百万円（前年同四半期比７百万円増）、経常利益は１億22百万円（同23百万円減）、四半期

純利益は69百万円（同16百万円増）の計上となりました。

　

[セグメント別の売上高の概況]

区    分
前年同四半期

当第２四半期

連結累計期間
増  減

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

　 　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

精密化学品部門 2,987 35.9 3,047 36.5 60 2.0

機能材部門 1,548 18.6 1,726 20.7 177 11.5

機能樹脂部門 1,034 12.5 825 9.9 △208 △20.2

化成品部門 2,573 31.0 2,482 29.7 △90 △3.5

化学工業セグメント 8,143 98.0 8,082 96.8 △61 △0.7

その他 165 2.0 266 3.2 101 61.3

合   計 8,309 100.0 8,349 100.0 40 0.5

＜化学工業セグメント＞

当セグメントの売上高は、80億82百万円となり、前年同四半期と比べて61百万円の減収となりまし

た。

(精密化学品部門)

農薬中間体の出荷数量は減少したものの、樹脂原料や電子材料の出荷数量が増加したため、売上高

は30億47百万円となり、前年同四半期と比べて60百万円の増収となりました。

(機能材部門)

接着剤・ゴム薬品ともに出荷数量が増加したため、、売上高は17億26百万円となり、前年同四半期

と比べて１億77百万円の増収となりました。
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(機能樹脂部門)

加工樹脂・ワニスともに出荷数量が減少したため、売上高は８億25百万円となり、前年同四半期と

比べて２億８百万円の減収となりました。

(化成品部門)

可塑剤は原料価格の上昇に伴う販売価格の適正化に努めたものの、出荷数量が減少したことによ

り、売上高は24億82百万円となり、前年同四半期と比べて90百万円の減収となりました。

＜その他＞

化学分析受託事業の売上高は、土壌分析業務が大幅に増加したため２億66百万円となり、前年同四

半期と比べて１億１百万円の増収となりました。

　

(2)  財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比べて11.9％減少し、82億89百万円となりました。これは、主と

して受取手形及び売掛金が減少したことによるものです。

固定資産は、前連結会計年度末と比べて14.1％増加し、81億20百万円となりました。これは、主と

して樹脂原料製造設備の増強等による設備投資額が、減価償却費等による減少を上回ったことによる

ものです。

この結果、当第２四半期連結会計期間末の総資産額は164億10百万円となり、前連結会計年度末と

比べて１億13百万円の減少となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末と比べて3.6％減少し、73億78百万円となりました。これは、、主

として樹脂原料製造設備の完成による流動負債その他の増加を、支払手形及び買掛金や短期借入金お

よび１年内返済予定の長期借入金の減少が上回ったことによるものです。

固定負債は、前連結会計年度末と比べて5.6％増加し、27億55百万円となりました。これは、主と

して長期借入金の増加によるものです。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末と比べて1.3％減少し、101億34百万円となりました。

（純資産)

当第２四半期連結会計期間末の純資産額は、前連結会計年度末と比べて0.3％増加し、62億76百万

円となりました。これは、主として為替換算調整勘定が縮小したことや、その他有価証券評価差額金

の増加によるものです。
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(3)  キャッシュ・フローの状況

区  分
前年同四半期

当第２四半期

連結累計期間
増　減

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー 759 937 177

投資活動によるキャッシュ・フロー △556 △330 225

財務活動によるキャッシュ・フロー △230 △665 △435

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4 △8 △4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △31 △67 △35

現金及び現金同等物の期首残高 410 334 △75

連結子会社の決算期変更による増減額 △69 － 69

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △36 △36

現金及び現金同等物の四半期末残高 309 231 △78

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、資金という）は、前年同四半期と

比べて78百万円減少し、２億31百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、増加した資金は９億37百万円（前年同四半期は７億59百万円の増加）となりまし

た。主な内訳は、売上債権の減少13億70百万円、仕入債務の減少４億96百万円などであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は３億30百万円（前年同四半期は５億56百万円の使用）となりまし

た。主な内容は、有形固定資産の取得による支出３億44百万円などであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は６億65百万円（前年同四半期は２億30百万円の使用）となりまし

た。主な内容は、長期借入金の返済による支出７億50百万円などであります。

　

(4)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更および新たに生じた問題はありません。

　
(5)  研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は２億84百万円であり

ます。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

②  【発行済株式】

　

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成25年９月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成25年11月14日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 14,440,000 14,440,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は1,000株
であります。

計 14,440,000 14,440,000 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(千株)

発行済株式

総数残高

(千株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成25年９月30日 － 14,440 － 1,572,000 － 1,008,755
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(6) 【大株主の状況】

平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

住友化学株式会社 東京都中央区新川２丁目27番１号 7,247 50.18

山本  知宏 神奈川県横浜市青葉区 205 1.41

田岡従業員持株会 大阪市淀川区西三国４丁目２番11号 184 1.27

ＪＮＣ石油化学株式会社 東京都千代田区大手町２丁目２番１号 144 0.99

内藤  健一 大阪府高槻市 126 0.87

高久  英輔 神奈川県川崎市幸区 120 0.83

株式会社日本触媒 大阪市中央区高麗橋４丁目１番１号 108 0.74

田中  洋二 愛知県名古屋市中区 100 0.69

國井  和司 愛知県丹羽郡扶桑町 86 0.59

石橋  克人 愛知県碧南市 77 0.53

計 ― 8,397 58.15

（注） 上記のほか当社所有の自己株式85千株（0.59％）があります。

(7) 【議決権の状況】

①  【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 85,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,236,000 14,236 －

単元未満株式 普通株式 119,000 － －

発行済株式総数 　 14,440,000 － －

総株主の議決権 　 － 14,236 －

（注）「単元未満株式」の株式数には当社所有の自己株式772株が含まれております。

　

②  【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

田岡化学工業株式会社
大阪市淀川区西三国

四丁目２番11号
85,000 － 85,000 0.59

計 － 85,000 － 85,000 0.59

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月

１日から平成25年９月30日まで）および第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けて

おります。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 334,942 231,285

受取手形及び売掛金
※１ 4,654,407 3,285,191

商品及び製品 2,379,059 2,730,348

仕掛品 59,570 75,277

原材料及び貯蔵品 1,374,107 1,173,769

その他 603,622 837,706

貸倒引当金 △44 △43,637

流動資産合計 9,405,665 8,289,942

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,440,861 6,647,226

減価償却累計額 △4,539,309 △4,600,177

建物及び構築物（純額） 1,901,551 2,047,049

機械装置及び運搬具 17,301,619 18,314,445

減価償却累計額 △14,719,834 △14,931,884

機械装置及び運搬具（純額） 2,581,784 3,382,560

その他 2,974,811 3,072,543

減価償却累計額 △1,183,522 △1,218,739

その他（純額） 1,791,288 1,853,804

有形固定資産合計 6,274,624 7,283,414

無形固定資産 18,333 15,112

投資その他の資産

その他 834,331 830,687

貸倒引当金 △8,800 △8,800

投資その他の資産合計 825,531 821,887

固定資産合計 7,118,490 8,120,415

資産合計 16,524,156 16,410,357
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※１ 3,811,246 3,316,308

短期借入金 1,420,000 1,150,000

1年内返済予定の長期借入金 898,000 378,000

未払法人税等 46,647 27,575

賞与引当金 374,800 347,386

その他
※１ 1,107,069 2,159,531

流動負債合計 7,657,763 7,378,802

固定負債

長期借入金 974,000 1,145,000

退職給付引当金 1,371,754 1,381,995

その他 264,057 228,342

固定負債合計 2,609,811 2,755,338

負債合計 10,267,574 10,134,140

純資産の部

株主資本

資本金 1,572,000 1,572,000

資本剰余金 1,008,755 1,008,755

利益剰余金 3,671,592 3,679,432

自己株式 △22,903 △22,980

株主資本合計 6,229,444 6,237,207

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 37,724 43,503

為替換算調整勘定 △10,588 △4,494

その他の包括利益累計額合計 27,136 39,009

純資産合計 6,256,581 6,276,216

負債純資産合計 16,524,156 16,410,357
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 8,309,033 8,349,626

売上原価 6,934,435 6,926,092

売上総利益 1,374,597 1,423,534

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 239,385 247,506

給料手当及び福利費 446,086 393,279

退職給付引当金繰入額 28,858 14,583

役員退職慰労引当金繰入額 4,143 －

研究開発費 266,160 284,682

その他 226,568 312,468

販売費及び一般管理費合計 1,211,201 1,252,520

営業利益 163,396 171,014

営業外収益

受取利息 71 2,140

受取配当金 1,969 12,753

受取ロイヤリティー － 7,897

その他 6,010 8,914

営業外収益合計 8,051 31,705

営業外費用

支払利息 20,781 13,433

貸倒引当金繰入額 － 43,628

為替差損 3,847 22,408

その他 412 372

営業外費用合計 25,041 79,843

経常利益 146,406 122,875

特別損失

固定資産除却損 15,172 6,066

関連事業損失
※１ 58,500 ※１ 8,464

特別損失合計 73,673 14,530

税金等調整前四半期純利益 72,732 108,345

法人税、住民税及び事業税 62,020 17,360

法人税等調整額 △42,172 21,703

法人税等合計 19,848 39,063

少数株主損益調整前四半期純利益 52,884 69,281

四半期純利益 52,884 69,281
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 52,884 69,281

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △14,532 5,778

為替換算調整勘定 △706 6,093

その他の包括利益合計 △15,238 11,872

四半期包括利益 37,645 81,154

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 37,645 81,154
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 72,732 108,345

減価償却費 444,661 485,187

退職給付引当金の増減額（△は減少） 80,582 16,549

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △38,812 －

受取利息及び受取配当金 △2,041 △14,893

支払利息 20,781 13,433

固定資産除却損 15,172 6,066

売上債権の増減額（△は増加） 90,969 1,370,506

たな卸資産の増減額（△は増加） 113,370 △165,301

仕入債務の増減額（△は減少） 72,111 △496,640

その他 △77,331 △361,875

小計 792,196 961,377

利息及び配当金の受取額 2,041 14,893

利息の支払額 △20,790 △15,575

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △14,089 △23,636

営業活動によるキャッシュ・フロー 759,357 937,059

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △557,646 △344,101

投資有価証券の取得による支出 △74 △75

その他 1,583 13,974

投資活動によるキャッシュ・フロー △556,137 △330,202

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △86,800 △270,000

長期借入れによる収入 － 400,000

長期借入金の返済による支出 △98,157 △750,012

自己株式の増減額（△は増加） △110 △77

配当金の支払額 △43,072 △43,063

その他 △2,364 △2,784

財務活動によるキャッシュ・フロー △230,504 △665,937

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,131 △8,297

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △31,416 △67,377

現金及び現金同等物の期首残高 410,694 334,942

連結子会社の決算期変更による現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

△69,777 －

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △36,279

現金及び現金同等物の四半期末残高
※１ 309,499 ※１ 231,285
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日  至  平成25年９月30日)

第１四半期連結会計期間から、田岡淀川ジェネラルサービス株式会社は重要性が低下したことにより、連結の

範囲から除外しております。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)
　

当第２四半期連結累計期間

(自  平成25年４月１日  至  平成25年９月30日)

原価差異の繰延処理

操業度等の季節的な変動に起因した原価差異が発生し、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれる場合に

は、当該原価差異を繰延べております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 満期手形および期日現金決済（手形と同条件で手形期日に現金決済する方式）の会計処理は、手形交換日または

期日現金決済日に行っております。なお、前連結会計年度の末日が金融機関の休業日であったため、次の同日現在

の満期手形等が連結会計年度末残高に含まれております。

　 前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

受取手形及び売掛金 604,104千円 ―

支払手形及び買掛金 488,473千円 ―

その他（流動負債） 67,703千円 ―

　

(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年９月30日)

※１  関連事業損失は、子会社の事業構造転換費用であ

ります。

※１  関連事業損失は、子会社の清算関連費用でありま

す。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年９月30日)

現金及び預金勘定 309,499千円 現金及び預金勘定 231,285千円

現金及び現金同等物 309,499千円 現金及び現金同等物 231,285千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日）

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 43,072 3.00 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月30日

取締役会
普通株式 43,070 3.00 平成24年９月30日 平成24年11月22日 利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年９月30日）

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 43,063 3.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月29日

取締役会
普通株式 43,062 3.00 平成25年９月30日 平成25年12月３日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日）

報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告
セグメント その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３化学工業

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 8,143,466 165,566 8,309,033 － 8,309,033

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 392,667 392,667 △392,667 －

計 8,143,466 558,234 8,701,700 △392,667 8,309,033

セグメント利益 130,520 35,867 166,388 △2,992 163,396

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化学分析受託事業および構内物流

業務受託事業等であります。

２  セグメント利益の調整額△2,992千円は、セグメント間取引の消去であります。

３  セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第２四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年９月30日）

報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告
セグメント その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３化学工業

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 8,082,632 266,994 8,349,626 － 8,349,626

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 30,350 30,350 △30,350 －

計 8,082,632 297,344 8,379,977 △30,350 8,349,626

セグメント利益 146,271 3,667 149,938 21,075 171,014

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化学分析受託事業であります。

２  セグメント利益の調整額21,075千円は、セグメント間取引の消去であります。

３  セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 3円68銭 4円83銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 52,884 69,281

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 52,884 69,281

普通株式の期中平均株式数(千株) 14,357 14,354

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第114期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）中間配当について、平成25年10月29日開催の取

締役会において、平成25年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこと

を決議いたしました。

　

①  配当金の総額 43,062千円

②  １株当たりの金額 ３円

③  支払請求権の効力発生日および支払開始日 平成25年12月３日

　

EDINET提出書類

田岡化学工業株式会社(E00810)

四半期報告書

17/19



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   中   尾   正   孝   印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   小   野   友   之   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年11月14日

田岡化学工業株式会社

取締役会  御中

　

　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田
岡化学工業株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期
間（平成25年７月１日から平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平
成25年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田岡化学工業株式会社及び連結子会社の平
成25年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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